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す。故に、本賓験に用いた品種の範閣では、知
落位の司令奥える交雑の雨親は明カ、l二夫々 異
つ'f:!tI!域め品種であって、その絶域の-1n:ま日
本、中国及びおそらく印度であり、他は厭州、
ロシヤ及び近東であるさいうこさができる。但
t，.ロシヤ産の2品種(二依裸及び皮夢四角種〉
さ日本の1品種ぐ交雑育成種)は例外であったO.
5.考察以上lニ遁べた結果はまだ不f完全
な点が多いが、ここに簡軍に考察令試みるこさ
さする。
非脆落性の設詩型同志の或ら種の交雑が野生
種さ同緩顕著な脆落性司 令生じこの現象は爾
親に別々に保有されてい大異った遺催予の補足
的作用による事は凡τの研究者のー致した見解
である。而して脆落性を生守る優位め補足遺俸
子は Bt及び-BtJなる 2種であるこさが Ubisch
や Johnson-及び Aberg等により明かにされ、
響者の結果も概ねこれさ一致した。
Scl巾ml¥nuはかかる雑種のむで多様なー分離比
を得、脱落位の遺徳的機構は紺宮複雑であろう
さいつでいる託会氏が確認した所は上遁の2優
位補足遺体干.~ 1つの費夏遺縛子のみであり、
維って、現夜迄に得られた結果から大要の小穂
脆落牲は主さし"'(2つの優位補足遺徳子により
起るさ考えられるのであるg それで Ubischや
Johnson等の指摘している如く、 BtBt BtJ BtJ 
なる遺体的構成をもった野生大多i二於下 Bt1/t:， 
は st1-が別々に劣粧突然費異を起し BtBt btJ 
btJ及び btbt Btl_ BtJ なる2種の栽培型が生じ
たさ推測される。
今かかる観点から本賓験t二用いた品種の脱落
柱に闘する遺徳的構成q.各交雑組合せについてー -
吟味してみるさ、日本、中国及び印度の品種は
Bt Bt btJ btJ• 叉、近束、歌介i系及びロシょヤの 1
部の品種lまbtbt DtJ Bらなる構成金夫々もつも
のさ見徴されるo この結果は小穂の非脆落化~
£たらす2つの異る突然費異の生じた地域が異
るか、或lま或る地域に生じた2種の栽培型大多
が夫奇異った方向に億槽したζさをー 暗示する。
遺傭子型ぞ調査し得た品種教が全般的に少〈
且地域的にも特にjr、い所があっτ明確なこさは
いえないが.日専*成汎B精細な研究により遁傭
ミ子型の分布ぞ確め‘れば大2俸の起原;z.知る上iこも
措宮重要な資料や提供~得るものさ思う。倫良
育種の貰際上日本産の太憂さ殴州方面の大)1さ
の受雑令行うさきにはこの小穂股落性に針し特
殊の考察を排わねば訟らないこさがこの結果か
ちも指摘される。
本研究は文部省科接試験研究費の補助じよる
業績の1部である。街暖助そあたえちれた御宮
局に針し感謝する。倫、本賓識の 1部は山崎寿
賀嬢の御助力により遡行‘しにこさ~記L、'- . 
に同撞iニ撃すしτ謝意-a>表する。
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proto~till さ言ふものがはっきりしなし叉
1制。附tinRseざ pectInRseさは自然界で同時に
見出されるs此等が風ーの酵素であるか否かさ
言う事は現在不明であるoF. R. Da.vis侃及 J.
(.~匹訴究費事38~密集 2. 43-'5頁 1~8) -8-
~， WiUl¥fil¥n(l) は降素の分布、不活性化の湿度、
最遁pH及活紙に劃する吸着のキH蓮叉分別沈静
によって爾者が異った醗素であるさ推定してゐ
る。之さ反射に H.CoJ.in及 A・Ohl¥udunt2】は
罰禁じ熱水及楠牛の滑化液金作用さしに揚合抽
出される積中組成は Ehrichのペクチンの組成
さ合致しないで俊件tこよって紺遣し BI'n.hanさ
'pectin酸の結合や切る詩のがooopcetinasー のよ
うなものや偲定する必要はないtEt畠べてゐるJ
動hneidCl'等も高分子化事の立場から protopootin
さ pectinの相違令あまり問題さしてゐな;~ 、。
経つτ、prtJtopeetinaseさ pectinase~同ての
剣〈取扱ってある。併し ColiJl等は Ehrieh-の
古いペクチン質の化祭構遣に立脚して居り、叉'
母chneider等も之に就τは特別な賓験的な誼明ぞ
軒ってゐないq それ故 DBvison及 WilIrunBnの
報告じついτ今一度吟味しτ見る必要がある Q.
Jlrotopectinaseさ悼tillBS&の開f和二就て主さし
て後者の方カ、ら若干貰臓を行っすご。
て1)ベクチン質の罰盛ベクチン質の分解ー
について報告されにものの中で試料の組成につ
いて明記しτゐなlいものが多 ~'Q 試料の調製方
法についτ説明し第」表にその組成金示した。
事柑締結製造の際の撞物である祖州蜜柑の瓢
襲風乾物 100g~ 4000 24hrs 7kに浸潰し水溶
性物質を除き2.~立の71<~加え、又は71<.じ HOl
d:-加えて pHte調節して"3hrs抑騰し乍ら抽出
L残樺ぞ夏にt，5立の71<.或は HOl酸性の水にτ
抽出し冷却強過し活性炭及陸部土じて敵国脱色
した。之~ 24nunj2V.pにτ2∞ccに迄浪縮し
硫酸酸性アルコール令アルコール濃度70%さな
る迄加えて沈澱せしめたa沈澱を水に溶解しア
ルコールで再び沈澱せしめ最後に Fルコールエ
同アルで脱水しτ45・Uにて乾燥し粉碍してペ
クチレの淡黄色の粉末-i>得大。
同様に檀の果皮~水浸し水溶性物質ぞ除いた
後常法の通りに抽出し沈澱せしめτペクチンぞ
得、この風乾物 25gte ~'hl'ich の方法に維い 1
%撞酸溶液じて8h，'si温浴上に加熱し生成した
沈澱&温酸、水、アルコ-)レで洗い110・0にτ
乾燥して 7.0gめぺタヂン酸や得化。ペクifv
そ抽出した母液~9l)% アルコ戸ル温度さして合
利別様の 7ラパシ多きペタチシの沈積会得た。
Eは線め熱70.%アル:l-)レにて抽出した署員襲
第 1 表
宅昏 援陣営i友分 ァ，チユロキVル ".;:，-ン酸 l 
Aペクチ;:，-A 3.R6 2も9 73SH .69 11帰，41 10a.H 02 
B f/ . R 11.' 事.14 '/9.16 8.83 8.03 
Ch C 世.0 11.11 811.12 Il.o8 7.28 
D " D 
11.0 Cl3 88.0J 品.77 8.70 以下
Eff E 一 3.01 79.89 8.93 7.89 
F><. "チ v酸 一 3.45 89.98 11.05 3，47 
。アヲ".;;多t 一 5.16 28.8ζ 10.70 14.'74 ペクチy
一
より7kにて抽出したものである Q A， B， 0， D， E 
は瓢襲より F，Gは慢より抽出した。
(2) pectinaseの反腰速度階棄液はpe凶・
cillium ('xplnswu及 RhizopustritIci必要等対・に
3-4日 27"0に培養し一菌糸令水洗乾燥しτ粉
末さなじ、 20傍の水にτトJレ才 F ル滞加の下巳
8ゲo20hrs抽出し措過してつくった。基質 F.
G.~一定量の NjlO NaOH溶液に溶解じ2時
.開放置して鹸化しすこ後塩唆にで中和し、全容積
tO(に針しl¥Icllvailleの移衝液15降素波10基質
の浪度 1%さなる~うに反感液を調製tAこ。捕
の定量は WHlstiterSchudel法粘度は Ostwald
の粘度計や用いτ泊。Cにて測定しすこopH測定
は掲示襲法に依った。 pH5.0 ~5・0 にて反感せ
しめー・定時間俸に枯度及還元積ぞ求め、基質を
加えない損合も同時に求めて針照さして差ヲn、
大ョ還元摘は反藤波2ccに劉・する沃度の潰費量
そ示し元っ併せτKertesz(i)I二従っτ粘度及還
元穣の獲化の%}，を計算しねものぞ記載1..，1:0そ
の結果命第2及第3表に示:す。
ペクチン賀の分解に闘する報告の中粘度令測
更したものさ還元槍ぞ定量したものさ二週りあ
る。著者は二つの方・法を同時に行勺τ兇較しτ
み1":.0R. trlticiの揚合、最初念激な粘度の低F
iJ';.起るが渇元積の増加は除キに行われるoP. 
expansnmの揚合は還元績の増加はR.tritici.さ
類似してゐるが、粘度の念激な低下は行われな
い司 V及。の基質に於て同様な傾向が認められ
上記の獲化は polygl¥lacturon酸の連鎖に聞係が
あるように思われる也子クチンは有極性の練朕
高分子で著しく曾合して居るものさ考えられ、
R triticiさP.expansumの揚合の相違に封Lて
遁常な説明ぞ奥える事は悶難であるが兎も角衣
(44) 一呈ー
ー
第 2表 ペクチン酸 (F..)に針する階素作用
R. tritici ~. eXpaD6Um 
時 問
沃度消費量l還冗糖主"I比粘度|比械工り 械消費景|分解度|比粘度|分解度|の砂解度 の分解度
，C 
bG.M 8 GH O 0 . 明匝 !lSo 。 。 1.230 。 。 1. ¥188 
8.5 O.1'i4 7.4 ].OM 90.'1 0.11 1.7 1.2包O 80.8 
' 
6 0.69 27.9 1.050 92.8 。~50 5.3 ] .1"10 63.盛
22 II.M 27.9 1. 0.4，温 96.9 2.生7 16.3 1.082 93.2 
27.5 2.60 国:7.9 1.036 100 8.¥10 84.1 1.067 100 
'3.5 3.19 9'.2- 1.036 100 4.35 46.4 一 . 一
第 3表 アラバン多きペタチユィ(G)に封する酵素作用
P. eXpaDSUm 
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第 1 表 (.R・凶tici).のゴつの分解様式か存有するようである。
(1)粘度が急激に下降するが還元機の生成iま
あまり著し〈ない揚合。
(2)粘度の低下よりも還元糟生成の願著な揚
合。
二つの分解様式に針して晶mylaseのように二
種の pe也出lase~偲定する事も出衆る。
夏lニ、粘度の低下0)著しい R tritici ~ P. 
expanstlJ n さ港足瀦生成の降索活力~等しくし
に場合 protopetiriase作JfHま前者の損合が?っ
さ犬iきいoprotoTetin.aseさ粘度低下の著ιぃ
pectiI泌総さの聞にやl等かの聞係が有e{f.しはしな
いであ長うか。しかし現在の属は未t:はっきり
した事は言えない。
<3; pectinaseと pHとの関係時素波
20.緩衝液30、2%ペクチン骸溶液50(ペクチシ
A々鹸化して用いに)の割合で35・0に於て作用
せしめた ~) protopectinase'作用はペクチシ酸静液
の代りに71<.te用いた。結果は第4表及第5表の
通りである。
R. triticiの揚合粘度低下の最適 pHは4.0白
下で遁元槍生成の最抱 pU4.2よりも低いo
protopectinase作用の巌遁 pHは3.6.，4.0であ
、.
1.88 
健康!比粕度|分解度
1 1.179 I 、
8.6 
17.( 
15.0 
17.0 
20.5 
叡).1)
1，15il 
1.1(9 
1.126 
1.118 
1.1σ7 
1.115 
， 
29.2 
'1." 
72.6 
84.7 
1仏3
1∞ 
pl王 |沃蜘費量|岬吋吋切益C幼 rs) I (4bts) の柔化
，c 
3.2 一 一 4十‘・
3.6 一 一 骨+
. 4.Q 0.79 。 .ìO~ it十
4.2" 0.92 。ぷ)69
盛.5 0.83 0.0'1喧 *併)1
5.0 0.68 0.053 if 
5.6 0.411 O.∞5 + 
6.4， <l.24 0.005 ー
一 第5表 (P.expI¥IlSum)
pH |沃開空|上伽的情切斤(19hra) I (31m) の桑軟化度
cc 
(.5 宮.∞ o.∞5 * 5.0 2.3A ρ.0宮宮 骨~:1&1， 
o.4 2.01 0.06& ilfHり
5.8 1.'17 0.066 it十
6.' 1.U Q.010 土
ったoP. expaDeUDlの揚合は還元漕生成じ射し
ては pH5.0附近、粘度低下及 proω'pectiuase共
に pH5.8附近が最適であった。以上切結果j;、
ιpectina¥!eの最遁pHはJl1'()topetcl~lIe問機撒。5)← 6 ー
.  
生物の種類におっτ著し〈相違する事、還元
植生成の最適 pHは粘度慢下の夫さ異つτゐる
事、賓輸に用いた2菌種の揚合では粘度低F及
jItot'opdc出 aseの最遁pHが近接しτゐる事が5f
る。
(4)型船基質を調製する時抽出時のpH
4>低下せLめる事によっτ.ltる符z度タロン酸の
含量や高める事が出来たがアラパン含有量を著
t..<低ぐする事は出来なかった。
peCtiBωe I二粘度低下の著しいも.のさ還元横生
成の顕著な志のさ二積有布す;るようであめ前者
さ protopeetins(ie作用は卒行するようである。
終に本質識で懇切な御指導ぞ脇った片桐先生.
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t~抗微生物利用による作物病害防除の研究
第 1報 トマト青枯病菌 Bact.回I凶 acearumに艶し
桔抗作用を有する放射状菌に就て
西門義一・大島俊市‘・石井 博・森田日出男
1.緒雷徴金物の措抗作用じ闘する研究
は古〈カ、ら仔はれt:.所で、既に1877年バスツー
ルは「戚る一定の細菌の稜宵は他の種類の存在
によって阻止せ￡れる事J~鷲見Lてゐる。 桔
抗酸生物を臆用して顕著な効果会場けたものざ
しては置準に於るペニシ'ンがあるD級物病理
穆に於τち多〈の研究者.によって取扱はれτ居
b、本邦にては日野、逮j蟻氏等の研究長ある。
筆者等は桔抗酸生物~利用して植物病害そ防
除する事について研究者F行って居るのであるが
障に報告するものは、 ト7 ト青粕前薗〈煙草主
枯病菌)Bacterium 801姐峨釘四日.F. 8凶thじ
掛し、強い桔抗作用~示す四種の放射賦薗に就 ・
の賢験結巣である。求だ研究の日浅く、 m漏
め点が多いが、石充分の所は今後の研究に倹つ
穆さして、-.11取纏めた究第である。
こ‘で、徴生物の詰抗作用について集者等の
響へ会活べ・τ置きたいさ思ふ司
般ーに.l!tる偉生物が、他の種類の猷生物が干7・
i{f乃至鷲宵する事じよって致死一又は賛育ぞ阻
害せられる作用を慣生物括抗作用さ謂ふq この
微生物桔抗現象の原因さしては多〈の因子があ
るものさ思はれるが、(1)拾抗徴生物によ今て
pJlが型化する揚合、 (2)祭養分令調占する揚
合、 (3)拾銑徴生物が旺盛じ聾宵しτ、他-a>凌
駕する揚合、(.J)毒索令生産寸る揚合L等が
牟t-られる。筆者等はこれ等争直別Lτ、毒素
形成に由る場合ぞ狭畿の拾抗作用さし‘其の他
の揚合そも含めτ一般的拾抗作用令虞義のもの
さ考へ、毒素形成による狭義の拾抗作用令、研
究の目的ざし大。縫って集者警の謂ふ蹟生物拾
抗作用は「或る霞俊物が、他の種類の慣生物の
存在乃至賛背によっτ:1:.生産される毒素の第に、
致死文iま費宵を阻害せもれる作用」さ調iまねば‘
ならないーとの毒素は、普遁抗菌物質さ呼ばれ
て居り、筆者等も之~聾用する。
本研究の費用は文部省自然科書陸試験研究費で
支排されたq 記じτ探甚の謝意令表する。
2:措抗微生物の選出
(1)供拭材料
(病原菌〉 トT ト膏枯病薗(煙車立枯病菌〉
Bactcrium solanacelU'um E F. Smithそト守ト及
び煙草被害株から分捧{;."病原性役確認したも
のや牛乳量百整基に培養保存L、質量疲に供しすこ。
〈放射朕薗〉 大際農業研究所紘物病理部所属
の薗綜及び土壌、堆肥等より分陣ιたもの合計
111種類宅佐用ひft?放射駅薗以外の償生物(細
菌糸蹴薗降ほ等)ιついても賓験ぞ行ったが4
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